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「
酒
造
メ
ー
カ
ー
は
芸
術
文
化
支
援
に
熱
心

で
す
よ
ね
」
と
は
本
誌
編
集
部
の
ご
指
摘
で

あ
る
。
確
か
に
、
企
業
メ
セ
ナ
協
議
会
（
注
）

の
「
メ
セ
ナ
活
動
実
態
調
査
」
や
顕
彰
事
業

「
メ
セ
ナ
ア
ワ
ー
ド
」
に
寄
せ
ら
れ
る
案
件
を

見
渡
す
と
、
各
地
の
造
り
酒
屋
が
地
域
文
化

史
の
宝
庫
だ
っ
た
り
、
酒
蔵
や
ワ
イ
ナ
リ
ー

で
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か
れ
て
い
た
り
す
る
。

本
稿
で
は
そ
の
な
か
で
も
焦
点
を
絞
り
、
ビ

ー
ル
業
界
を
代
表
す
る
４
社
に
つ
い
て
、
そ

の
メ
セ
ナ
活
動
を
紹
介
す
る
。

常
に
「
未
来
・
市
民
・
地
域
」
を
考
え
る

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル

今
年
、
２
０
０
７
年
は
「
ス
ー
パ
ー
ド
ラ

イ
」
誕
生
か
ら
20
年
の
節
目
に
あ
た
る
。
こ

の
ヒ
ッ
ト
商
品
が
世
に
出
た
当
時
の
社
長
・

樋
口
廣
太
郎
は
常
々
こ
う
言
っ
て
い
た
。

「
ビ
ッ
グ
・
カ
ン
パ
ニ
ー
よ
り
、
グ
ッ
ド
･
カ

ン
パ
ニ
ー
た
れ
」
。
１
９
８
９
年
の
創
業
１

０
０
周
年
を
記
念
し
て
東
京
・
墨
田
区
に
本

部
ビ
ル
を
建
設
し
、
同
時
に
（
財
）
ア
サ
ヒ

ビ
ー
ル
芸
術
文
化
財
団
を
創
設
。
そ
し
て
、

メ
セ
ナ
の
担
当
部
署
で
あ
る
企
業
文
化
部

（
現
・
社
会
環
境
推
進
部
）
を
発
足
さ
せ
た
。

以
来
、
「
未
来
・
市
民
・
地
域
」
と
い
う
３

つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
軸
に
、
積
極
的
に
メ
セ

ナ
活
動
に
取
り
組
む
。

ビール業界４社
それぞれのメセナ活動

シリー
ズ�

文化によ
る�

都市創
造�

14

おぎわら やすこ●複数
のアーティスト・イン・
レジデンス事業に関わ
った後、INAX文化推進
部、キュレーター・オフ
ィスにて美術展の企画
運営に携わる。2001年
に企業メセナ協議会入
局、顕彰事業「メセナア
ワード」、機関紙「メセ
ナノート」、コーディネ
ート事業等を担当する

荻原
お ぎ わ ら

康
や す

子
こ

社団法人企業メセナ協議会
シニア・プログラム・オフィサー

宮城県大崎市の鳴子温泉で開催された「GOTEN GOTEN 2006アート湯治祭」のプログラムの一つ、「みんなで楽
しむ音楽ワークショップ＆ミニコンサートin 潟沼」の様子。アサヒ・アート・フェスティバル2006の参加企画である

写真提供：東鳴子ゆめ会議

（
注
）
メ
セ
ナ=
「
芸
術
文
化
支
援
」
を
意
味
す
る
フ
ラ
ン
ス

語
。
１
９
９
０
年
に
発
足
し
た
社
団
法
人
企
業
メ
セ
ナ
協
議

会
は
、
日
本
に
お
け
る
企
業
メ
セ
ナ
の
推
進
を
目
的
と
し
て
、

①
啓
発
・
普
及
、
②
調
査
･
研
究
、
③
情
報
集
配
、
④
顕
彰
、

⑤
国
際
交
流
、
⑥
助
成
認
定
を
行
な
っ
て
い
る
。
正
会
員

（
民
間
企
業
）
１
４
９
社
、
準
会
員
（
文
化
団
体
・
行
政
関

連
団
体
等
）
40
団
体
（
２
０
０
７
年
４
月
現
在
）
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だ
が
、
同
社
の

芸
術
文
化
支
援
の

歴
史
は
さ
ら
に
、

初
代
社
長
の
山
本

為
三
郎
に
ま
で
遡

る
。
濱
田
庄
司
、

河
井
寛
次
郎
、
バ

ー
ナ
ー
ド
・
リ
ー

チ
―
―
昭
和
初
期

に
興
っ
た
民
芸
運

動
の
担
い
手
た
ち

を
支
え
た
足
跡
を

京
都
の
大
山
崎
山

荘
美
術
館
で
知
る

こ
と
が
で
き
る
。

同
館
に
は
他
に
、

モ
ネ
、
ジ
ャ
コ
メ

ッ
テ
ィ
、
イ
サ
ム
・

ノ
グ
チ
と
い
っ
た

西
洋
美
術
作
品
が
常
設
展
示
さ
れ
て
お
り
、

企
画
展
で
は
気
鋭
の
現
代
美
術
作
家
も
登
場

す
る
。
前
述
の
財
団
が
運
営
を
担
う
が
、
そ

れ
と
と
も
に
助
成
や
顕
彰
（
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
芸

術
賞
）
も
実
施
。
そ
こ
に
通
底
す
る
の
は
、

や
は
り
先
の
３
つ
の
視
点
だ
。

社
会
環
境
推
進
部
の
根
本
さ
さ
奈
さ
ん

は
、
こ
う
説
明
し
て
く
れ
た
。
①
未
来
文
化

の
創
造
に
資
す
る
先
駆
的
・
実
験
的
な
表

現
、
②
市
民
が
主
体
的
に
参
加
す
る
活
動
、

③
地
域
資
源
の
活
用
、
こ
れ
ら
の
方
針
に
合

致
す
る
こ
と
を
常
に
念
頭
に
置
き
な
が
ら
メ

セ
ナ
活
動
を
進
め
て
い
る
と
。

そ
の
集
大
成
と
も
い
え
る
の
が
02
年
に
ス

タ
ー
ト
し
た
「
ア
サ
ヒ
・
ア
ー
ト
・
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
で
あ
る
。
全
国
の
ア
ー
ト
Ｎ
Ｐ

Ｏ
や
市
民
団
体
と
の
ゆ
る
や
か
な
協
働
に
よ

り
、
毎
年
、
夏
の
時
期
に
実
施
さ
れ
る
ア
ー

ト
の
祭
典
。
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
、
商
店

街
や
遊
休
施
設
な
ど
を
舞
台
に
、
地
域
の

人
々
が
参
加
す
る
多
彩
な
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
各
地
で
行
な
わ
れ
る
。
一
つ
ひ
と
つ

は
小
さ
な
活
動
か
も
し
れ
な
い
が
、
自
分
た

ち
の
ま
ち
を
自
分
た
ち
の
手
で
、
ア
ー
ト
と

い
う
ツ
ー
ル
を
用
い
て
元
気
に
し
よ
う
と
い

う
実
践
が
、
地
域
を
変
え
て
い
く
の
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
近
年
、
同
部
署
と
し
て
取
り
組
む

「
環
境
」
と
い
う
課
題
に
対
し
て
も
、
ア
ー

ト
の
側
面
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
企
画
を
始

め
た
。
例
え
ば
森
林
の
間
伐
材
で
楽
器
を
つ

く
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
な
っ
た
り
、
四

万
十
川
の
上
下
流
の
住
民
が
参
加
し
て
、
現

代
音
楽
家
と
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
い
た
り
。
こ

れ
を
機
に
、
同
社
工
場
の
環
境
活
動
と
連
動

し
た
「
エ
コ
ア
ー
ト
・
シ
リ
ー
ズ
」
も
展
開

中
で
あ
る
。

メ
セ
ナ
に
お
け
る
パ
ー
ト
ナ
ー
の
拡
大
と

領
域
を
超
え
る
ア
ー
ト
の
試
み
、
ア
サ
ヒ
ビ

ー
ル
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
続
く
。

お
客
様
の
身
近
な
と
こ
ろ
に
ア
ー
ト
を
届
け
る

キ
リ
ン
ビ
ー
ル

大
阪
ミ
ナ
ミ
、
四
六
時
中
人
々
が
行
き
交

い
活
気
に
あ
ふ
れ
る
ま
ち
、
そ
こ
を
流
れ
る

道
頓
堀
川
の
ほ
と
り
に
Ｋ
Ｐ
Ｏ
キ
リ
ン
プ
ラ

ザ
大
阪
は
あ
る
。
か
つ
て
映
画
館
と
ビ
ア
ホ

ー
ル
で
親
し
ま
れ
た
「
キ
リ
ン
会
館
」
の
あ

と
に
、
87
年
、
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
が
新
し
い
文

化
の
情
報
発
信
基
地
を
め
ざ
し
て
開
設
し
た

も
の
だ
。
高
松
伸
の
設
計
、
建
築
学
会
賞
を

受
賞
し
た
個
性
的
な
建
物
で
、
当
初
よ
り

「
若
手
芸
術
家
の
支
援
」
と
「
優
れ
た
芸
術

の
多
く
の
人
へ
の
提
供
」
を
柱
に
、
現
代
美

術
、
映
像
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
音
楽
な
ど

多
岐
に
わ
た
る
催
し
を
行
な
っ
て
き
た
。
さ

ら
に
05
年
か
ら
は
「
ア
ー
ト
と
ビ
ー
ル
の
融

合
」
と
コ
ン
セ
プ
ト
も
新
た
に
、
セ
ミ
ナ
ー

や
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
な
ど
を
通
じ
て
、
ア
ー
ト

と
ビ
ー
ル
文
化
の
奥
深
さ
を
伝
え
て
い
る
。

同
社
の
メ
セ
ナ
活
動
を
見
る
と
、
先
進
性

あ
る
優
れ
た
ア
ー
ト
を
支
援
す
る
と
い
う
方

針
の
先
に
、
「
お
客
様
へ
の
提
供
」
と
い
う

意
識
が
強
く
う
か
が
え
る
。
79
年
か
ら
10
年

間
は
劇
団
四
季
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
で
「
キ
リ

ン
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
シ
ア
タ
ー
」
を
全
国
公
演
、

シリーズ――文化による都市創造●14

アサヒ・エコアート・シリーズ2006で
は、アサヒビール名古屋工場の水源で
ある木曽川流域で展開。特製の「撮影
キット」で市民約350名が撮影した木
曽川の写真を素材として、アーティスト
グループ「フィッシングダイアリー」が
作品化し、同工場に展示した
撮影：ミゾグチジュン 写真提供：アサヒビール
株式会社
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85
年
か
ら
は
「
キ
リ
ン
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
」
を
毎
年
継
続
し
て
実
施
、
い
ず
れ

も
廉
価
で
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
の
趣
旨
だ
。

Ｋ
Ｐ
Ｏ
が
で
き
、
90
年
に
は
現
代
芸
術
の

公
募
コ
ン
ク
ー
ル
で
あ
る
「
キ
リ
ン
プ
ラ
ザ

大
阪
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
・
ア
ワ
ー
ド
」（
現

「
キ
リ
ン
ア
ー
ト
ア
ワ
ー
ド
」
）
が
創
設
さ
れ
、

ヤ
ノ
ベ
ケ
ン
ジ
や
束
芋

た
ば
い
も

、
大
島
佐
紀
子

（
Ｈ
・
ア
ー
ル
・
カ
オ
ス
主
宰
）
ら
、
の
ち
の

活
躍
著
し
い
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
輩
出
し
て
き

た
。
さ
ら
に
99
年
か
ら
は
、
現
代
舞
踊
の
支

援
に
重
点
を
置
き
、
劇
場
の
ダ
ン
ス
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
年
間
サ
ポ
ー
ト
を
行
な
っ
た
り
、
01

年
に
は
朝
日
新
聞
社
と
の
協
力
で
「
朝
日
舞

台
芸
術
賞
・
キ
リ
ン
ダ
ン
ス
サ
ポ
ー
ト
」
を

ス
タ
ー
ト
。
こ
れ
は
受
賞
作
品
の
う
ち
一
作

品
に
対
し
て
、
ダ
ン
ス
公
演
の
少
な
い
地
域

で
の
再
演
を
支
援
す
る
と
い
う
趣
旨
で
、
先

の
ア
ワ
ー
ド
と
も
ど
も
、
よ
り
多
く
の
人
に

同
時
代
の
ア
ー
ト
を
紹
介
す
る
と
い
う
姿
勢

は
一
貫
し
て
い
る
。

メ
セ
ナ
を
担
当
す
る
Ｃ
Ｓ
Ｒ
推
進
部
社
会

環
境
室
の
中
畑
佐
知
子
さ
ん
は
、
経
営
理
念

に
直
結
し
た
か
た
ち
で
の
活
動
を
強
調
す
る
。

そ
の
ひ
と
つ
の
柱
は
「
お
客
様
本
位
」
だ
。

お
客
様
の
身
近
な
と
こ
ろ
で
、
い
か
に
ア
ー

ト
を
届
け
楽
し
ん
で
も
ら
う
か
。
そ
こ
で
、

04
年
か
ら
取
り
組
む
の
が
「
キ
リ
ン
ダ
ン
ス

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
で
あ
る
。
全
国
各
地
の
工

場
や
同
社
関
連
施
設
に
ダ
ン
サ
ー
や
カ
ン
パ

ニ
ー
が
赴
き
、
参
加
型
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
イ
ベ
ン
ト
を
行
な
う
。
親
子
で
の
参
加

者
も
多
く
、
評
判
は
上
々
。
キ
リ
ン
ビ
ー
ル

と
お
客
様
と
の
間
で
、
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
か
た
ち
が
生
ま
れ
て
い
る
。

50

↑キリンビールが行なっ
ている「キリンダンスネ
ットワーク・コミュニケー
ションイベント」の一環
として、2006年にはダン
サーの森山開次氏を招
き、全国で親子向けダン
ス体験教室が開かれた

→「キリンニューイヤー
コンサート」。東京交響
楽団の特別演奏会にキ
リンビールが協賛し、今
年で23回目を迎えた
写真提供：キリンビール株式
会社
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育
て
て
も
ら
っ
た
地
域
に
貢
献
す
る

サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル

東
京
・
恵
比
寿
―
―
ご
存
じ
「
ヱ
ビ
ス
ビ

ー
ル
」
の
商
標
が
地
名
・
駅
名
と
な
っ
た
こ

の
地
に
は
、
１
８
８
７
（
明
治
20
）
年
よ
り

約
１
０
０
年
に
わ
た
り
ビ
ー
ル
工
場
が
あ
っ

た
。
実
に
、
10
万
平
方
メ
ー
ト
ル
に
お
よ
ぶ

敷
地
面
積
で
あ
る
。
こ
の
工
場
が
千
葉
に
移

転
す
る
に
あ
た
り
、
１
９
９
４
年
、
跡
地
を

複
合
商
業
施
設
「
恵
比
寿
ガ
ー
デ
ン
プ
レ
イ

ス
」
と
し
て
開
発
。
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
本
社

を
置
き
、
文
化
施
設
や
百
貨
店
、
ホ
テ
ル
、

レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
を
誘
致
し
た
。
そ
し
て
、

ビ
ー
ル
醸
造
の
足
跡
を
辿
る
施
設
と
し
て
恵

比
寿
麦
酒
記
念
館
を
開
設
し
た
の
で
あ
る
。

サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
の
出
自
は
北
海
道
・
札

幌
だ
。
明
治
政
府
が
開
拓
使
を
設
置
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
す
る
な
か
に
ビ
ー
ル

醸
造
が
含
ま
れ
て
い
た
。
ゆ
え
に
歴
史
あ
る

地
に
対
す
る
思
い
は
深
く
、
そ
れ
と
と
も
に

地
域
社
会
か
ら
の
信
頼
も
厚
い
。
北
海
道
で

は
「
ビ
ー
ル
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
る
の
が
サ
ッ

ポ
ロ
の
社
員
だ
。

同
社
の
社
会
貢
献
活
動
は
、
各
事
業
場
が
主

動
的
に
進
め
て
い
る
。
全
社
的
な
統
括
を
担
う

Ｃ
Ｓ
Ｒ
部
長
で
あ
り
、
恵
比
寿
麦
酒
記
念
館

の
館
長
も
務
め
る
端
田
晶
さ
ん
は
「
地
元
で

育
て
て
も
ら
っ
た
と
い
う
自
覚
を
も
っ
て
地

域
に
貢
献
す
る
こ
と
が
大
事
」
と
言
い
切
る
。

工
場
敷
地
内
に
ビ
オ
ト
ー
プ
園
を
設
け
た
り
、

施
設
を
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
し
て
開
放
す
る
な
ど
、

事
業
場
そ
れ
ぞ
れ
の
裁
量
で
地
域
に
根
ざ
し

た
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

札
幌
で
は
、
90
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
「
パ

シ
フ
ィ
ッ
ク
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」（
Ｐ

Ｍ
Ｆ
）
へ
の
支
援
を
継
続
し

て
行
な
っ
て
い
る
。
指
揮
者

の
故
レ
ナ
ー
ド
・
バ
ー
ン
ス

タ
イ
ン
の
提
唱
に
よ
り
始
ま

っ
た
Ｐ
Ｍ
Ｆ
は
、
国
際
的
な

音
楽
祭
と
し
て
す
で
に
高
い

評
価
を
得
て
い
る
が
、
そ
れ

と
と
も
に
地
元
住
民
に
と
っ

て
は
、
夏
の
恒
例
行
事
の
ひ

と
つ
で
も
あ
る
。

恵
比
寿
麦
酒
記
念
館
で

は
、
開
館
翌
年
の
95
年
よ
り

「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
コ
ン
サ
ー

ト
」
を
始
め
た
。
同
施
設
の

中
央
に
あ
る
銅
釜
広
場
の
残

響
が
音
楽
ホ
ー
ル
並
み
で
あ

る
こ
と
か
ら
企
画
さ
れ
た
も

の
で
、
偶
数
月
ご
と
に
開
催

し
て
い
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

ど
れ
も
独
創
的
で
ユ
ニ
ー
ク
、
端
田
館
長
自

ら
Ｍ
Ｃ
を
務
め
る
こ
と
も
あ
る
。

ま
た
、
96
年
に
は
混
声
合
唱
団
「
ガ
ー
デ

ン
プ
レ
イ
ス
ク
ワ
イ
ヤ
」
も
誕
生
。
社
員
も

参
加
し
て
い
る
こ
の
合
唱
団
は
、
練
習
や
発

表
の
場
と
し
て
記
念
館
を
使
い
、
い
ま
や
団

員
50
名
、
年
３
回
の
定
期
演
奏
会
を
こ
な
す
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1996年7月に結成された混声
合唱団「ガーデンプレイスク
ワイヤ」はサッポロビールに
よる支援対象団体。活動の本
拠を恵比寿ガーデンプレイス
にある恵比寿麦酒記念館に
置いている
写真提供：サッポロビール株式会社
（下も同じ）

100年余にわたるサッポロビール恵比寿工場の跡地に建てられた恵比寿麦酒記念館にある銅釜広場では
偶数月ごとにコンサートが行なわれている
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ま
で
に
育
っ
た
。
さ
ら
に
銅
釜
広
場
の
片
隅

に
は
、
１
９
２
０
（
大
正
９
）
年
に
ハ
ン
ブ

ル
ク
で
つ
く
ら
れ
た
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
の
ピ

ア
ノ
が
さ
り
げ
な
く
置
い
て
あ
る
。
予
約
を

す
れ
ば
試
演
も
で
き
、
音
大
生
が
発
表
の
場

に
使
う
こ
と
も
た
び
た
び
だ
。
地
域
に
開
か

れ
た
施
設
な
ら
で
は
の
親
近
感
、
こ
の
オ
ー

プ
ン
な
姿
勢
が
う
れ
し
い
。

創
業
者
の
志
を
受
け
継
ぐ
文
化
・
社
会
貢
献

サ
ン
ト
リ
ー

日
本
に
お
け
る
洋
楽
の
歴
史
を
振
り
返
る

と
き
、
決
し
て
外
せ
な
い
の
が
サ
ン
ト
リ
ー

の
存
在
だ
。
「
世
界
一
美
し
い
響
き
」
を
め

ざ
し
て
、
１
９
８
６
年
に
東
京
初
の
コ
ン
サ

ー
ト
専
用
ホ
ー
ル
と
し
て
誕
生
し
た
サ
ン
ト

リ
ー
ホ
ー
ル
。
こ
の
20
年
の
間
に
、
国
内
外

か
ら
一
流
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
迎
え
、
数
々

の
名
演
奏
で
多
く
の
洋
楽
フ
ァ
ン
を
魅
了
し

て
き
た
。
さ
ら
に
遡
る
と
、
同
社
創
立
70
周

年
の
69
年
に
は
、
鳥
井
音
楽
財
団
（
現
・

（
財
）
サ
ン
ト
リ
ー
音
楽
財
団
）
を
設
立
し
て

い
る
。
日
本
に
お
け
る
洋
楽
の
発
展
を
目
的

に
、
と
り
わ
け
「
日
本
人
作
曲
作
品
の
振
興
」

を
掲
げ
て
、
顕
彰
事
業
（
サ
ン
ト
リ
ー
音
楽

賞
、
芥
川
作
曲
賞
、
佐
治
敬
三
賞
）
や
意
欲
的

な
コ
ン
サ
ー
ト
事
業
な
ど
に
取
り
組
み
、
作

曲
家
や
演
奏
家
、
評
論
家
そ
し
て
聴
衆
に
多

大
な
影
響
を
与
え
て
き
た
の
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
サ
ン
ト
リ
ー
の
文
化
・
社
会

貢
献
活
動
の
原
点
は
、
創
業
者
で
あ
る
鳥
井

信
治
郎
の
「
利
益
三
分
主
義
」
の
精
神
に
あ

る
。
事
業
に
よ
る
利
益
は
「
顧
客
へ
の
サ
ー

ビ
ス
」
「
事
業
の
拡
大
」
そ
し
て
「
社
会
へ

の
還
元
」
に
使
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の

信
念
で
あ
り
、
そ
の
考
え
は
、
続
く
佐
治
敬

三
、
鳥
井
信
一
郎
、
そ
し
て
現
在
の
佐
治
信

忠
社
長
へ
と
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

美
術
の
分
野
に
お
い
て
も
い
ち
早
く
、
61

年
に
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
を
開
設
。
「
生
活

の
中
の
美
」
を
基
本
理
念
と
し
て
、
古
美

←東京の新名所として話題の六本木・東京ミッドタウンにあるサン
トリー美術館。“都市の居間”として居心地のよい空間をめざし、
カフェやショップ、茶室、メンバーシップ専用のサロンなどが設け
られている 写真提供：©木奥恵三

〈上〉サントリーが創業90周年事業の一環として建設したサントリー
ミュージアム［天保山］。安藤忠雄による建築

写真提供：サントリーミュージアム［天保山］

〈下〉サントリーホールの大ホール。ウイスキーづくり60年、ビール
発売20周年を記念して開設された。世界最大級のパイプオルガンを
擁し、ステージを客席が取り囲むワインヤード（ぶどう畑）型の設
計となっている。現在改修中で、9月1日よりリニューアル記念公演
が行なわれる 写真提供：サントリーホール
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術
・
伝
統
工
芸
を
中
心
に
国
宝
・
重
要
文
化

財
を
含
む
約
３
０
０
０
点
の
収
蔵
品
を
誇

る
。
長
ら
く
、
赤
坂
の
サ
ン
ト
リ
ー
社
屋
内

に
あ
っ
た
が
、
07
年
3
月
に
六
本
木
の
東
京

ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
に
移
転
。
新
た
に
「
美
を
結

ぶ
。
美
を
ひ
ら
く
。」
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
、
日

本
独
特
の
美
意
識
を
発
信
す
る
場
と
し
て
、

建
築
家
・
隈
研
吾
の
手
に
よ
り
生
ま
れ
変
わ

っ
た
。
ま
た
、
同
社
創
業
の
地
で
あ
る
大
阪

に
は
、
サ
ン
ト
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
﹇
天
保

山
﹈
が
あ
る
。
94
年
に
開
館
し
た
こ
ち
ら
は
、

「
ア
ー
ト
＆
デ
ザ
イ
ン
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
企

画
展
を
中
心
と
す
る
複
合
文
化
施
設
で
あ
る
。

さ
ら
に
も
う
ひ
と
つ
、
創
業
80
周
年
を
記

念
し
て
79
年
に
設
立
し
た
サ
ン
ト
リ
ー
文
化

財
団
で
は
、
社
会
と
文
化
を
め
ぐ
る
学
術
研

究
へ
の
助
成
と
、
優
れ
た
人
材
の
育
成
・
支

援
を
行
な
っ
て
い
る
。
特
に
、
評
論
・
研
究

活
動
の
著
作
を
顕
彰
す
る
「
サ
ン
ト
リ
ー
学

芸
賞
」
は
、
学
際
的
で
ユ
ニ
ー
ク
な
研
究
に

贈
ら
れ
る
こ
と
も
多
く
、
「
人
文
科
学
・
社

会
科
学
の
芥
川
賞
」
と
も
称
さ
れ
て
い
る
。

文
化
活
動
部
の
高
倉
健
さ
ん
は
、
「
創
業

以
来
、
文
化
・
社
会
貢
献
を
企
業
活
動
の
一

部
と
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
も
あ
り
、

自
然
な
か
た
ち
で
そ
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
社
内
に
息

づ
い
て
い
る
と
感
じ
る
」
と
い
う
。
ま
た
04

年
か
ら
は
、
音
楽
・
芸
術
、
環
境
・
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
次
世
代
育
成
支

援
に
取
り
組
む
サ
ン
ト
リ
ー
〈
キ
ッ
ズ
・
ド

リ
ー
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〉
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

た
。「
こ
れ
か
ら
も
さ
ま
ざ
ま
な
世
代
の
お
客

様
に
、
た
く
さ
ん
の
感
動
を
お
伝
え
し
て
い

き
た
い
」
。
時
代
の
要
請
に
応
え
な
が
ら
、

創
業
者
の
志
は
今
後
も
引
き
継
が
れ
て
い
く

こ
と
だ
ろ
う
。

●

●

●

４
社
そ
れ
ぞ
れ
の
メ
セ
ナ
活
動
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
た
が
、
い
か
が
だ
ろ
う
か
。
本
シ

リ
ー
ズ
「
文
化
に
よ
る
都
市
創
造
」
の
観
点

か
ら
見
て
も
、
各
社
の
メ
セ
ナ
に
よ
っ
て
多

く
の
人
が
ア
ー
ト
と
出
会
い
、
地
域
の
個
性

に
即
し
た
取
り
組
み
や
文
化
拠
点
の
形
成
な

ど
で
、
ま
ち
を
豊
か
に
す
る
推
進
力
と
な
っ

て
き
た
こ
と
は
お
わ
か
り
い
た
だ
け
る
と
思

う
。
さ
ら
に
今
後
も
、
各
社
の
メ
セ
ナ
が
ま

す
ま
す
充
実
し
、
創
意
工
夫
に
満
ち
た
活
動

が
展
開
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。a
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